
兵庫県神河町

１件あたり平均5,284万円の付加価値額を創出する地域経済牽引事業を4件創出し、これらの地域経済牽
引事業が促進区域で1.27倍の波及効果を与え、促進区域で270百万円の付加価値を創出することを⽬指す。

計画同意の⽇から令和10年度末⽇まで

促進区域

経済的効果の⽬標

地域経済牽引事業の承認要件

計画期間

固定資産税の減免措置の創設、地⽅創⽣交付⾦の活⽤、⽀援施策の情報発信、企業誘致活動の推進、企
業誘致及び雇⽤促進奨励⾦による措置など

制度・事業環境の整備

ひょうご・神⼾投資サポートセンター、神河町商⼯会、町内⾦融機関（但陽信⽤⾦庫、株式会社但⾺銀
⾏）

地域経済牽引⽀援機関

【要件１︓地域の特性を活⽤すること】
①神河町の⽔資源を活⽤した飲料製造業や⾷料品製造業等の集積を活⽤した成⻑ものづくり分野
②神河町の⾼速道路インターチェンジ等のインフラを活⽤した物流分野
③神河町の⽶や野菜、椎茸、果樹等の特産物を活かした農林産分野
④神河町の峰⼭・砥峰⾼原、笠形⼭・千ヶ峰の県⽴⾃然公園や⽇本遺産認定の銀の⾺⾞道等の地域
資源を活⽤した観光分野

【要件２︓⾼い付加価値を創出すること】
・付加価値増加分︓5,284万円超

【要件３︓いずれかの経済的効果が⾒込まれること】
●売上︓5％以上増加 ●雇⽤者数︓2％以上増加
●雇⽤者給与等⽀給額︓9％以上増加

⾷料品製造業や、飲料製造業は、町のリーディング産業に位置付けられていることから、これら製造業を成⻑分野として幅広く⽀援し、地域経済の持続可能性を⾼め
ていく。併せて、材料や製品などを輸送し地域内外を結びつける物流事業も不可⽋であることから、物流産業の活性化についても積極的に取り組む。
⽶・柚⼦・⾃然薯・お茶等の特産物となる農林産物の栽培加⼯に加えて、農林産物の⽣産過程で発⽣する廃棄物等を堆肥化することで循環型農業を進めており、農林

産物のブランド化と雇⽤創出を図り、地場産業の稼ぐ⼒を強化する。
また、観光施設を活⽤し、⾼齢者から若者、家族連れまで多様な層の観光客やインバウンドの誘致を図ることで特産品販売や雇⽤拡⼤により経済効果を増進させる。

計画のポイント

《促進区域図》

兵庫県神河町における基本計画の概要

峰⼭⾼原リゾート 砥峰⾼原(ススキ) 銀の⾺⾞道

柚⼦畑 ⾃然薯だしとろろ ⽶粉加⼯品


